
八十年生きたあかしとして 
 

香美市物部村 公文 寛伸（八十歳） 

 

 

終戦から七十二年の歳月が流れ、平成も二十九年となり、気が付けば八十才となった。 

親父の顔も充分知らない、はなたれ小僧が、地域皆様の温かいご援助と、お力をいた

だき大人の仲間入りをした。 

今まで頑張ってこられたのも、家族の支え合ってのことであり、八十歳を迎えた気持

ちをここに記す。 
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